
〈筏
〉

飯
田
市
中
心
街
の
一
角
。
銀
座

一
丁
目
と
伝
馬
町
一
丁
目
を
つ
な

ぐ
橋
は
、
一
八
七
八
(
明
治
十

一
)
年
に
造
ら
れ
た
石
橋
が
ル
ー

ツ
。
ホ子通
量
の
多
い
橋
の
下
に
立

っ
と
、
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
石

造
の
ア
ー
チ
が
見
え
た
。

江
戸
時
代
、
城
下
町
の
飯
田
は

めがね橋(長姫橋)
(飯田市〉

深
い
谷
川
で
二
分
さ
れ
、
人
々
は

谷
の
木
橋
を
獲
る
た
め
に
急
坂
を

上
り
下
り
し
て
い
た
。
明
治
維
新

後
、
橋
の
前
後
の
坂
を
埋
め
立
て

る
こ
と
に
な
り
、
堅
固
な
ア
l
チ

橋
が
築
か
れ
た
。

工
事
は
主
に
上
郷
村
(
現
・
飯

田
市
)
の
住
民
が
担
っ
た
。
橋
の

地
域
近
代
化
ー---'・‘

役
果
た
す

〆

材
料
に
は
、
廃
城
と
な
っ
た
飯
田

城
の
城
郭
の
石
を
使
用
。
士
族
は

建
設
の
た
め
の
寄
付
金
を
寄
せ

た
。
橋
は
城
の
別
名
に
ち
な
ん
で

「
長
姫
橋
」
と
名
付
け
ら
れ
た

が
、
半
円
形
の
ア
l
チ
の
形
か
ら

「
め
が
ね
橘
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。

馬
車
が
通
れ
る
橘
は
重
宝
さ

れ
、
飯
田
の
町
の
近
代
化
に
も
大

き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
日
本
が

大
き
く
変
わ
っ
た
時
代
、
立
場
を

超
え
て
協
力
し
合
っ
た
人
た
ち
の

思
い
が
、
一
本
の
橋
に
結
実
し

た
。

(
中
山
道
雄
)

深

討両論"
架
1:1ー
ら
才1
fと

め
古マ

語

摩

盛

星
空
石
造
の
ア

チ

富
る

飯
田
市
で
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